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人と自然が共生できる
森林環境を目指して

国土のおよそ2/3が森林で覆われた日本。

木々が茂る山地は地中に水を貯え、生き物たち

を支え育み、災害を防ぐ役割を担ってきました。

このような山を舞台に、私たちは長い土木史の

なかで土砂災害を避けるための知恵を蓄えて

きました。

例えば、土砂が移動しづらく比較的安定な凸部

の尾根筋は古くから山城が築かれるなど伝統

的な土木技術の集積の場でした。そこでは、土

を削る水の流れを抑え、散らし、集め、集めた水

は分流させ、お互いぶつけ合うことでその勢い

を減じてきました。

私たちは、先人たちの知恵を再学習しこれから

の災害に向き合うことにしました。

近年、森の力が弱まっています。その原因の一

つが、シカによる食害や頻発する豪雨などで、

自然回復や植林だけではもとに戻らなくなって

います。

私たちは、森の再生に尽力する人々や企業と共

にKODOBOKU技術を活用し、森づくりの手

助けを行ってまいります。

森の力の再発見
・ ・ ・

現地の素材を活用して、資材の持ち込

みを最小限にします。 また、金属製品

による脱プラを進めます。

KODOBOKUの森づくり

ポイントつの

森林環境への配慮POINT

2

環境負荷の少ない人力対策を行いま

す。建設機械が不要な小さな手当で済

むよう、先進技術を活用し災害要因を

見つけ、そこに対策を施します。

脱炭素への貢献POINT

3

4
KODOBOKU技術を活用し斜面の健

全化をサポートします。

森が自ら回復する手助け
POINT

1

KODOBOKU技術を活用して、地域や

企業が取り組む森づくりの基盤整備を

行います。

地域コミュニティとの連携推進
POINT

4

みんなが集う森

森林と人の暮らしの共存

木の活用

学びの森

遊びの森

癒しの森

鹿による食害

森林被害

流水集中による土砂流出

貯水機能・
浄化機能を持つ
災害に強い森林

管理された人工林

多様な生物

地中にも多様な生物

斜面流水の
集中化調査

斜面災害の
予防対策

（KODOBOKU）
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